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第３６４回教育研究評議会議事要録 

 

１．日 時  令和３年８月３１日（火） １３：３０～１５：３５ 

２．場 所  大会議室（一部web参加） 

３．出席者  三浦学長、塩谷理事・副学長、二見理事・副学長、 

三上理事・事務局長、谷副学長、佐野副学長、塘副学長、 

       初澤人間発達文化学類長、井實評議員、中村評議員 

       垣見行政政策学類長、髙橋評議員、福島評議員 

       末吉経済経営学類長、岩井評議員、福冨評議員 

       長橋共生システム理工学類長、神長評議員、柴﨑評議員 

       生源寺食農学類長、荒井評議員、金子評議員 

       小野原基盤教育主管、難波環境放射能研究所長 

       【オブザーバー】緑川理事、上井監事、橋本監事 

４．欠席者  高橋理事 

 

５．議事 

【確認事項】 

  第３６２回教育研究評議会議事要録を原案のとおり確認した。 

 

【審議事項】 

（１）大学院学則の改正について 

   塩谷理事・副学長から、資料５に基づき、大学改革支援・学位授与機構における

大学機関別認証評価の事前相談の指摘事項を踏まえ、①成績評価基準等の明示等に

係る条項の新設、②単位の認定に係る条項の適正化、③字句修正等に係る大学院学

則の改正を行うことについて提案があった。引き続き、教務課から、改正の要点及

び経緯の詳細について説明があった。 

   質疑応答の中で、指摘事項に係る今後の対応等について質問があり、谷副学長か

ら、対応については今後検討していくとの回答があった。 

   審議の結果、提案の通り承認され、今後の手続きとして各学類教員会議へ意見聴

取し、第３６７回教育研究評議会（９月２８日開催予定）にて各学類から戻り報告

をすることとした。 

 

（２）大学院の改革について 

   塩谷理事・副学長から、資料６に基づき、①教員の配属に係る対応と配属案の提

案、②教育プログラムの基本設計案の提案、③各研究科設置準備室への依頼事項の

説明、④文部科学省への第４回事務相談に向けた資料案の確認があった。引き続き、

新田副学長補佐から、教育プログラムの基本設計案の詳細について、佐野副学長か

ら、定員規模の確定に向けた各設置準備室と WGとの連携について、三浦学長から、
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福島大学ミッション 2030 と各研究科・専攻のミッション等との関係について説明

があった。 

   質疑応答の中で、(1)今回出された配属先一覧の取扱いについて、(2)各専攻の下

に置くコース名称における今後の変更の可能性について質問があり、塩谷理事・副

学長から、「（1）」については、今回の配属先一覧はこれまでの意見交換を踏まえた

役員会の意向であること、「（2）」については、コースは今後変更になる可能性もあ

るが、事務相談の資料としては確定したものとしたいことについて説明があった。 

   審議の結果、提案の通り承認され、今後の手続きとして、②教育プログラムの基

本設計案については、各学類教員会議へ意見聴取し、第３６７回教育研究評議会（９

月２８日開催予定）にて各学類から戻り報告をすること、その他については、各学

類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

【報告事項】 

（１）モスクワ国立大学化学部と環境放射能研究所との連携に関する協定の締結につい

て 

   難波環境放射能研究所所長から、資料１に基づき、モスクワ国立大学化学部と環

境放射能研究所との連携に関する協定の締結について報告があった。 

   学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（２）福島イノベーション・コースト構想推進機構「復興知」事業 教育推進機構「ふ

くしま未来学」特任教員の採用について 

   谷副学長から、資料２に基づき、福島イノベーション・コースト構想推進機構「復

興知」事業に採択された教育推進機構「ふくしま未来学」について、特任教員１名

を採用するとし、教員選考結果の報告があった。 

   学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（３）令和３年度監事監査計画について 

   上井監事から、資料３に基づき、令和３年度監事監査の基本方針、監査の実施期

間、監査の方法、監査の対象部局、監査の重点事項及び監査計画予定表等について

説明があった。 

   学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 

 

（４）令和３年度新入生アンケート調査結果について 

   谷副学長から、令和３年度新入生アンケート調査結果について報告があり、高等

教育企画室 呉特任准教授から、調査結果の詳細について説明があった。 

   質疑応答の中で、早急に対策を講じなければならない点及び改善点等について質

問があり、呉特任准教授から、新入生向けのデータサイエンス授業については、高

校で学んだ数学のレベルに合わせた丁寧な教育カリキュラムが必要である旨説明
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があった。また、PC 等の機器を所持している学生の割合について質問があった。 

   学類教員会議へ、会議運営サイト掲載資料参照の上、報告することとした。 


